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パラスポーツフェスタちば
　千葉県は、2016（平成28）年から千葉市などと
連携し、パラスポーツの普及や魅力発信、パラスポ
ーツを通じた共生社会の実現を図ることを目的に、

「パラスポーツフェスタちば」を千葉ポートアリー
ナで開催した。イベントの企画・運営には、県内大
学の学生も参画。東京2020大会で幕張メッセが会

パラスポーツの振興と
オリンピック・パラリンピック教育

Ⅲ

1 パラスポーツの振興

場となったパラリンピック競技のゴールボール、シ
ッティングバレーボール、テコンドー、車いすフェ
ンシングに加え、ボッチャ、車いすバスケットボー
ル、車いすラグビー、パラバドミントンなどの体験
会や対抗戦を実施し、広く県民にパラスポーツの魅
力を発信した。
　さらに、日本放送協会（ＮＨＫ）千葉放送局など
とも連携し、毎年特色のあるイベントを開催した。

シッティングバレーボール対抗戦（2018年） 写真提供：吉野義昭
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　初開催の2016年９月には、シッティングバレー
ボールの大学対抗戦のほか、「パラリンピアンセッ
ション」と題し、千葉県ゆかりのパラリンピアンに
よるトークショーや現役パラテコンドー選手による
競技紹介や実演が行われた。
　2017年９月には、ゴールボールとシッティングバ
レーボールの日本代表選手による迫力あるデモンス
トレーションや県内の小学校・特別支援学校の児童・
生徒が描いたパラスポーツ絵画作品の展示会を開催。
また、同時開催イベントとしてＮＨＫ ＷOＲＬＤの
歌番組の公開収録や歌手Ｍａｙ Ｊ. さんのスペシャ
ルライブが行われた。
　2018年９月には、「紅白対抗パラスポーツ運動会」
をテーマに、パラスポーツを体感・応援できるイベ
ントを実施。県内学校の児童・生徒とパラアスリー
ト等が一丸となって紅白対抗車いすリレーを行った。 ボッチャ体験会（2016年）

テコンドー体験会（2017年） シッティングバレーボール体験会（2017年）

車いすフェンシング体験会（2017年）

また、シッティングバレーボール女子日本代表選手
によるエキシビションマッチや全国屈指の実力を誇
る市立習志野高校吹奏楽部による楽器を使わない応
援が披露された。

写真提供：吉野義昭

写真提供：吉野義昭 写真提供：吉野義昭

写真提供：吉野義昭
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　2019年８月には、ＮＨＫスペシャルプログラム
として、小学生によるゴールボールエキシビション
マッチやパラスポーツに関するクイズを実施。また、
小・中学生の音楽ユニット「Foorin」を招き、参
加者と一緒に2020応援ソング「パプリカ」を披露
した。
　2020年11月には、学生企画のブース出展のほか、
老若男女、障害の有無、運動の得意不得意にかかわ
らず、誰もが楽しめる特別ルールを設けた「ゆるス
ポーツ」の体験会を実施。「シーソー玉入れ」「トン
トンボイス相撲」「コツコツ！点字ブロックリレー」
の３競技が行われ、幅広い参加者がスポーツに触れ

るきっかけとなった。
　そして2021年は、東京2020大会後の11月に開
催した。体験会では、東京2020大会で千葉県ゆか
りの選手が活躍したパラバドミントンを初めて実施。
また、「パラスポーツパネルコーナー～東京2020パ
ラリンピックの軌跡～」が設けられ、幕張メッセ開
催競技や千葉県ゆかりの選手等の写真パネルを展示
した。
　なお、2020年および2021年においては、新型コ
ロナウイルスの感染拡大防止のため、スポーツ庁の
ガイドライン等に基づき、参加人数を制限し、事前
申込制とした上で開催した。

車いすバスケットボール体験会（2019年）

ゴールボールエキシビションマッチ（2019年）

テコンドー体験会（2019年）

写真提供：吉野義昭

写真提供：吉野義昭

写真提供：吉野義昭



156 第２部　東京2020大会に向けて—大会後を見据えたCHIBAの取り組み Ⅲ　パラスポーツの振興とオリンピック・パラリンピック教育　157

コツコツ！点字ブロックリレー体験会（2020年）

陸上競技（車いすレーサー）体験会（2020年）

ボッチャ対抗戦（2021年）

パラバドミントン体験会（2021年） パラスポーツパネルコーナー（2021年）

ゴールボール体験会（2020年）

車いすラグビー体験会（2019年） 写真提供：吉野義昭

写真提供：吉野義昭

写真提供：吉野義昭

写真提供：吉野義昭

写真提供：野村雄治
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パラスポーツフォーラム in CHIBA 
　千葉県は、東京2020パラリンピックに向け、県
内開催競技の紹介や体験会、パラアスリートとの交
流を通じてパラスポーツの魅力を伝えるとともに、
障害への理解を深める契機とするため、県内の市や

（公財）日本財団パラリンピックサポートセンター、競
技団体等の協力のもと、「パラスポーツフォーラム 
in CHIBA」を開催した。
　リオデジャネイロパラリンピックが開催された
2016年９月には、キッコーマン アリーナ（流山市
民総合体育館）で「パラスポーツフォーラム in 
CHIBA」（千葉県、流山市教育委員会主催）を初開
催。第１部では、2000年のシドニーパラリンピッ

ゴールボール体験会（2017年）

クで車いすバスケットボールの日本代表キャプテン
を務めた根木慎志さんを講師に迎え、流山市内の小
学生約450人が車いすバスケットボールを体験した。
見事シュートを決めた高橋りんさん（流山市立八木
南小学校６年生）は、「ボールを持ちながら片手で
車いすを走らせるのは難しかったけれど、初めての
体験で楽しかった」と笑顔を見せた。また、講師の
根木さんは、「階段を上がりたいときなど、僕一人
だったら困ることも、みんなが手伝ってくれれば困
らない。周りの人の協力で、障害はなくすことがで
きる。今日の体験を通じて学んだこと、感じたこと
を行動に移してほしい」と話した。第２部では、市
内の高校生と県内の大学生約60人がゴールボール

車いすバスケットボール体験会（2016年)
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とシッティングバレーボールを体験した。
　パラリンピック開催1000日前に当たる2017年11
月29日には、旭市総合体育館で「パラスポーツフ
ォーラム in CHIBA 2017」（千葉県、旭市教育委
員会主催）を開催。旭市内の中学２年生および近隣
の特別支援学校の生徒を対象に、県内開催競技をは
じめとするパラスポーツ６競技の体験会を実施した。
また、千葉県の公用車（燃料電池自動車 MIRAI）
に導入された東京2020大会開催を記念した特別仕
様ナンバープレートのお披露目も行った。
　2018年12月には、「パラスポーツフォーラム in 
CHIBA 2018」（千葉県、千葉県教育委員会、君津市、
君津市教育委員会主催）を新日鐵住金㈱君津体育館
で開催。2004年のアテネパラリンピック車いすテ

ニス金メダリストの齋田悟司選手を講師に迎え、君
津市立周西中学校および市内中学校テニス部の生徒
を対象とした講演会やディスカッション、各競技団
体の協力による８つの競技体験会を実施した。午後
からは一般の参加者も来場し、競技ブースは大いに
賑わった。
　2019年10月には、「パラスポーツフォーラム in 
CHIBA 2019」（千葉県、千葉県教育委員会、いす
み市、いすみ市教育委員会主催）をいすみ市立大原
中学校で開催。いすみ市内の中学１、２年生と特別
支援学校中学部の生徒約500人が参加し、千葉県を
拠点に活動している車いすラグビーの官野一彦選手
による講演の後、さまざまなパラスポーツ体験を行
った。

パラスポーツフォーラムに参加したいすみ市内の中学生たち（2019年）

車いすテニス体験会（2018年） 車いすラグビー体験会（2019年）
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パラスポーツ普及の担い手育成
　千葉県は、東京2020大会を契機に、これまでス
ポーツに親しむ機会の少なかった障害者がスポーツ
に参加できる機会を増やし、障害のある人とない人
がスポーツを通じて相互に理解を深めることができ
る社会としていくため、広く大学や競技団体と連携
してパラスポーツ普及の担い手育成を行っている。
　2016年には、県内高校の初任者教員232人を対
象に研修を実施。NPO法人日本知的障害者スポー
ツ連盟の後藤邦夫理事長を講師に迎えて学校現場で
の取り組みにつながる指導のポイントについて説明
を受け、演習では、障害のある人と一緒に楽しめる

スポーツ（フライングディスク）を体験した。
　また同年以降、県内大学や競技団体等と連携し、
教員を目指す学生を対象にシッティングバレーボー
ルやゴールボールの研修・体験会を開催。障害者ス
ポーツへの理解を深めるきっかけとなった。
　また2019年１月には、千葉県および市町村の職員
向けにパラリンピック・パラスポーツを題材とした
研修「あすチャレ！ Academy」が開催され、視覚
障害者への道案内や聴覚障害者に向けた筆談体験を
通じ、障害者とのコミュニケーションについて学ぶ
機会となった。
　一方、大学生の主体的な取り組みとして、2014

ゴールボール研修・体験会（2018年）　守備の基本動作の練習
順天堂大学や流通経済大学、帝京平成大学、植草学園大学など、多くの県内大学と連携して研修・体験会を実施した。

シッティングバレーボール研修・体験会（2017年）高等学校初任者研修（2016年）
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　“ひとりでも多くの人が関われるオリンピック・パラリンピ
ックをつくりたい”——その思いを活動理念に、2014年８月
に学生団体「おりがみ」を立ち上げました。
　2012年のロンドン大会では７万人のボランティア募集枠に
対し、21万人以上の活動希望がありましたが、14万人以上の
意欲のある人々が大会に関われませんでした。多くの人々のエ
ネルギーが生かされないことは非常にもったいなく、東京
2020大会でも同様のことが起きるのではないかと思ったこと
が活動を始めたきっかけです。
　おりがみは、スポーツや文化、環境など、多様な活動を行っ
てきました。中でも共生社会に向けた取り組みには力を入れて
おり、パラスポーツや障害者のことを知ってもらうためのパラ
スポーツ体験会や、大学生と特別支援学校の生徒がスポーツ等
で交流する活動などを行っています。
　また、真に共生社会を実現していくためには、助け合う社会
を根づかせていくことが重要です。おりがみでは現在、同世代
の団体と連携して、千葉市内の学校においてパラアスリートの
エピソードを紹介することを通じ、クラス単位で「小さな共生社
会」を作る活動を始めています。パラアスリートの強さだけで
はなく、特に困ったときに助けてほしいという意思表示、「援助
要請」に着目した教育にも取り組んでいきたいと考えています。
　おりがみの取り組みは、イベントの企画段階から関わるなど、
社会に参加していく「ボランティア」です。行政や企業、学校
など、いろんな人たちとパートナーを組みながら面白いものを
つくりあげていく動きは、「ボランティア」だからこそできる
ことでもあります。こうした取り組みをこれからも大事にして
いきたいと思っています。

助け合う社会を根づかせ、 共生社会を実現させていく

学生団体おりがみ設立者／ NPO法人おりがみ理事長

都
つ

築
づ き の り ひ こ

則彦さん

「あすチャレ！Academy」（2019年）　
講師のマクドナルド山本恵理選手（パワーリフティング）

都築則彦さん
「おりがみ」には、「『おり』ンピック・パラリンピックを、
『が』くせい、『み』んなで盛り上げよう」という思いが
込められている。

学生団体おりがみが企画運営に関わったパラスポーツ
フェスタちば（2016年）

年８月に千葉大学の学生を中心に学生団体「おりが
み」が設立され、幅広いボランティア活動を展開。
2016年５月にはパラリンピック競技体験会「第１
回パラスポーツについて考えよう（「みんなで参加、
みんなで創る！」）」を主催し、同年９月には「パラ
スポーツフェスタちば」の初開催に向け、企画運営
にも参画した。
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パラスポの 「輪」フォーラム
　千葉県は、パラアスリートによる基調講演や企
業・福祉関係者、学生、パラアスリートによるパネ
ルディスカッション、県の取り組みの紹介などを通
して、関係機関の「輪」をさらに広げ、パラスポー
ツの振興に取り組む契機とするため、2019年８月、
ホテルポートプラザちばでパラスポの「輪」フォー
ラムを開催した。このフォーラムは、「パラスポー
ツを通してバリアのない社会を作り上げていく」こ
とをテーマに千葉県内の大学生が運営スタッフとし
て企画から関わって開催された。また、同年実施し
たパラ「旅」応援事業でボランティアに従事する学

生により組織されたパラ「旅」応援団の結成式も行
われた。

パラ「旅」 応援事業
　千葉県では、障害のある人の東京2020大会の観
戦や、スポーツ活動への参加の推進を図るとともに、
参加するボランティアや受け入れ施設等の理解促進
と新たな介護観の醸成を目的として、障害のある人
のパラスポーツ国際大会の観戦と商業施設等への外
出を学生ボランティア、ヘルパーとともに支援する
パラ「旅」応援事業を実施。
　2019年11月には「ヒューリック・ダイハツJAPAN

パラスポの「輪」フォーラム　日本パラ陸上連盟の花岡伸和副理事長に
よる基調講演

学生ボランティアによるパラ「旅」応援団結成式

フィナーレ　障害のある人た
ちによる舞台芸術
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パラバドミントン国際大会2019」（国立代々木競技
場第一体育館）、同年12月には「2019IBSAゴール
ボールアジアパシフィック選手権大会 in 千葉」を
観戦し、障害のある人およびその支援者、学生ボラ
ンティア、トラベルへルパー約220人が参加した。

千葉市におけるパラスポーツの盛んなまちづくり
　千葉市には、日本代表選手を多数輩出する車いす
バスケットボールや車いすラグビーのチームがあり、
また、国枝慎吾選手をはじめとする障害者アスリー
ト用の車いすを開発・製造している㈱オーエックス
エンジニアリングの本社があるほか、2012年から
車いすバスケットボール全国選抜大会を開催してい
る淑徳大学もあることから、千葉市は東京2020大
会の開催が決まる前から、車いすスポーツの聖地を
目指し、さまざまな取り組みを進めてきた。
　そして東京2020大会でパラリンピック４競技（ゴ
ールボール、シッティングバレーボール、テコンド
ー、車いすフェンシング）の市内開催を共生社会実
現のさらなる契機と捉え、障害のある人もない人も
共に交流できるまちづくりを進めている。

〔パラスポーツ体験研修〕
　2016年度には、障害者および障害者スポーツに
関する理解を深めるため、職員研修の科目の一つと

して競技体験を行うこととし、７月に新任課長約
100人を対象に、ゴールボール競技体験会を実施。
職員から「思っていた以上に難しい」といった声が
上がったほか、研修に参加した熊谷俊人千葉市長は

「想像力が必要となる面白い競技」と感想を話した。

〔パラスポーツコンシェルジュ〕
　2019年７月には、千葉市ハーモニープラザに「ち
ばしパラスポーツコンシェルジュ」を開設（2021
年４月からは千葉ポートアリーナに移転）。障害者
が地域のスポーツ活動に参加するためのつなぎ役と
して、コーディネーターが障害の種類・程度に応じ
たスポーツの紹介やサークル活動へのマッチングを
行っている。

パラ「旅」応援事業（千葉ポートスクエアポートタウン）

課長研修のゴールボール競技体験会（千葉市中央コミュニティセンター）

ちばしパラスポーツコンシェルジュポスター
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〔学校教育〕
　学校教育では、2015年度から実施しているパラ
スポーツの大会観戦や、2016年度から実施してい
るパラアスリートの学校訪問による交流などに加え
て、2018年度から全市立小・中学校（2018年度は
166校）でパラスポーツの授業を実施。パラスポー
ツを単なる体験にとどまらせず、授業の一環として
位置づけることで、子どもたちの理解を深めるだけ
でなく、保護者や地域のパラスポーツへの関心を高
めることも目的としている。
　2020年２月には、東京2020パラリンピックの開
催200日前を記念して、千葉市子ども交流館アリー
ナで小・中学校の授業で行っているオリパラ学習を
体験するイベント「チャレンジ！オリパラ学習体験」
を開催した。また全市立小・中学校、特別支援学校

では、市内で開催されるパラリンピック４競技の参
加予定国およびその選手を応援する「オリンピッ
ク・パラリンピック応援作品」を描き、ポスターや
のぼり旗を制作。2020年２月から３月にかけてJR
千葉駅西改札内、千葉都市モノレールの車内、
Qiball（きぼーる）１階アトリウムなどに掲出した。

〔チバフリ〕
　2016年度から、東京2020公認文化オリンピアー
ドとして、障害のある人もない人も共に表現するフ
ァッションショーとダンスパフォーマンス、アート
展示などのイベント「チバリアフリーアートプロジ
ェクト（チバフリ）」をイオンモール幕張新都心で
開催。このイベントには、アスリートのほか、さま
ざまなジャンルのアーティストが参加した。

体育の授業におけるパラスポーツの実践　左：ゴールボール／右：車いすバスケットボール

チャレンジ！オリパラ学習体験

親子でシッティングバレーボール体験　 「東京五輪音頭-2020-」の練習
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〔パラスポーツ大会応援イベント「Go！Together！～
みんな一緒に共生する未来～」〕
　千葉市では、パラスポーツ大会の観戦を通して、
多くの人にパラスポーツファンになってもらうこと
を目的として、パラスポーツ大会に合わせて産学官
連携による応援イベント「Go ！ Together ！～み
んな一緒に共生する未来～」（千葉市、みんなで応
援！千葉県経済団体協議会、オリンピック・パラリ
ンピック等経済界協議会主催）を実施している。
　初のイベントは、2018年５月に千葉ポートアリ
ーナで開催された「2018ジャパンパラウィルチェ
アーラグビー競技大会」で、2019年３月には、「第
８回長谷川良信記念・千葉市長杯争奪車いすバスケ
ットボール全国選抜大会」に合わせて開催した。さ
らに、2019年５月に「シッティングバレーボール

チャレンジマッチ2019」、同年９月には「天皇陛下
御即位記念2019ジャパンパラゴールボール競技大
会」と同時開催された。
　イベントでは、地元企業などが学生ボランティア
と一緒にパラスポーツ体験ブースを運営したほか、
県内の飲食物販店がご当地グルメ等を堪能できるフ
ードコートを設けた。また、競技会場最寄り駅から
大会会場に誘引するイベントを実施し、大会会場と
の回遊性を高めたほか、駅や商業施設でのポスター
掲出による周知を行うなど、観客増加につなげた。

「チバリアフリーアートプロジェクトVol.5」（2021年）

「Go ！ Together ！～みんな一緒に共生す
る未来～」でJR海浜幕張駅南口前に出展さ
れた都市ボランティアのブース（2019年）

児童・生徒のオリンピック・パラリンピック応援作品によるのぼ
り旗（Qiball（きぼーる）アトリウム）
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　千葉県内の市町村では、東京2020大会に向けて、パラアスリートとの交流や競技の体験を通して機運醸成を
図るとともに、パラスポーツ振興に取り組んだ。

市町村におけるパラスポーツ振興の取り組み

市川市　いちかわ市民まつりでのゴールボール体験会（2018年）

松戸市　中山和美選手講演会後の競技用車いす体験（2017年)

松戸市　加藤昌彦選手による市職員向け講演・シッティングバレーボール
体験研修会（2019年）

茂原市　もばらスポーツフェスティバルでの車いすラ
グビー体験会（2018年）

佐倉市　パラスポーツフェスティバルでのブラインドサッカー大会
（2018年）

佐倉市　パラスポーツフェスティバルでのペガーボール体験会
（2018年）
ペガー（pegar）は「引っつく、くっつく」という意味で、マジッ
ク式のポンチョを着た鬼役を追いかけてボールを当て、多くボール
がくっついたほうが勝ちとなる。
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鴨川市　ウェルKAMO X’MAS GAMES 2019のイベント「プ
レゼントスロー」　
パラスポーツをアレンジしたアトラクションなどをパラスポーツ
を知らない人も感覚で楽しみながら参加できるクリスマスイベン
トとして開催した。

鴨川市　ウェルKAMO X’MAS GAMES 2019のイベント「チェアライ
ダー42.195」

袖ケ浦市　三宅克己選手による車いすバスケットボール体験会
（2019年）

袖ケ浦市　廣瀨隆喜選手によるボッチャ体験会（2019年）

八街市　やちまたふくしフェスタ2019での車いすバスケットボ
ール体験会

山武市　女子走幅跳の村上清加選手講演会（2020年）

多古町　いきいきフェスタTAKO 2019でのゴールボール体験会
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千葉県の取組方針と目指す姿
　2016年７月、スポーツ庁は、「オリンピック・パ
ラリンピック教育」（オリパラ教育）はオリンピッ
ク・パラリンピックを題材にして、
　①スポーツの意義や価値等に対する国民の理解・
　　関心の向上
　②障害者を含めた多くの国民の、幼少期から高齢
　　期までの生涯を通じたスポーツへの主体的な参
　　画（「する」、「見る」、「支える」、「調べる」、「創
　　る」）の定着・拡大
　③児童生徒をはじめとした若者に対する、これか
　　らの社会に求められる資質・能力等の育成
を推進することを目的としていると示した。
　また2016年12月、中央教育審議会は東京2020
大会を「多様な国や地域の文化の理解を通じて、多
様性の尊重や国際平和に寄与する態度や、多様な
人々が共に生きる社会の実現に不可欠な他者への共
感や思いやりを子供たちに培っていくことの契機と
もしていかなくてはならない」と答申した。
　これらを踏まえ、千葉県教育委員会は、次世代を
担う子どもたちに国際感覚やスポーツの楽しさ、ボ

2 オリンピック・パラリンピック教育

ランティア精神、障害者への理解などを身につけさ
せ、大会後も無形のレガシーとして引き継いでいく
ために、県を挙げてオリンピック・パラリンピック
を活用した教育活動に取り組む指針として、2017
年４月に「千葉県オリンピック・パラリンピックを
活用した教育の取組方針」を策定。取組方針では、
オリパラ教育で、目指す児童・生徒の姿を、「おも
てなし」「心のバリアフリー」「スポーツ」「グロー
バル」の４つのプロジェクトに整理した。県は、こ
の取組方針に基づいて、2017年度には競技開催地
やその周辺市町村、キャンプ予定地の市町村を中心
とし、県内30校を先行的に実践する学校としてオ
リンピック・パラリンピック教育推進校（オリパラ
教育推進校）に指定し、2018年度以降は県内65校
に増やし、さまざまな取り組みを行った（2021年
度まで継続）。

オリパラ教育推進校の取り組み〔1〕
おもてなしプロジェクト・ボランティア隊
　流山市立小山小学校は、2017年度にオリパラ教
育推進校に指定されたことを受け、オリパラ教育の
プロジェクトとして「おもてなし」と「心のバリア

おもてなし

心のバリアフリー

スポーツ

グローバル

◆ オリパラ教育を通して目指す姿と4つのプロジェクト

目指す児童・生徒の姿

2020年の姿（東京2020大会までに達成してほしい姿）

ボランティアに積極的に参加する意欲をもち、温かいおもてなしができる児童・生徒の育成
　　
共生社会の形成者にふさわしい、障害のある人や高齢者等を含めた他者を理解する児童・生徒の育成

生涯を通じてスポーツに親しみ、スポーツの楽しさや感動を分かち合う児童・生徒の育成
　　　
自国の歴史伝統文化について理解を深め、他国の歴史や文化、言語について学び、世界を舞台に活躍
する児童・生徒の育成

おもてなし

心のバリアフリー

スポーツ

グローバル

国内外の大会関係者や観客等を、どこで会っても明るい挨拶と最高の笑顔でお迎えしている 等

障害、年齢、国籍等を問わず、公共の場等で困っている人を手助けしている 等

スポーツの魅力に触れ、障害の有無や年齢にかかわらず、誰もが一緒にスポーツを楽しんでいる 等
 　　　　
日本の良さ（伝統文化など）を十分理解し、観光地等で世界の人々と臆せず積極的にコミュニケーシ
ョンがとれている 等
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フリー」の２つのプロジェクトを推進した。おもて
なしプロジェクトでは、10月に実施された流山市
ロードレース大会に５、６年生約30人が「小山小
学校おもてなしプロジェクト・ボランティア隊」と
して参加し、選手の応援、水やバナナの配布、ゴミ
箱が設置された給水所区間内での「ゴミはゴミ箱に
お願いします！」という声かけ、選手通過後の給水
所清掃などを実施。子どもたちはこの体験を通して、
こうした行事がさまざまな人のボランティア活動な
どによって成り立っていることを知り、ボランティ
ア活動に興味を持つようになった。
　この活動に先立って、小山小学校の児童がボラン
ティアスタッフとして参加していることが一目でわ
かり、子どもたちがこれからも地域活動に積極的に
関わっていけるように、との願いを込めて、「with 
Team Oyama」のロゴ入りのキャップを製作。こ
れ以降、地域活動の際にはこのキャップを着用して
いる。
　また、もう一つのおもてなしプロジェクトである

「花いっぱい運動」では、栽培委員会を立ち上げて
全校に呼びかけ、９月にパンジーの種をまいた。水
分や日当たりの調節などに苦労しながらも11月の
栽培委員会の活動でプランターに移植。春には色と
りどりのパンジーの花が咲いて来校する人の目を楽
しませた。

　心のバリアフリープロジェクトでは、パラリンピ
ックに関する事前学習を行った上で、シッティング
バレーボール体験を実施。初めての座ったままで行
うバレーボールに苦戦しつつも、動きが制限される
中で行っている選手の「技」を知り、充実した時間
を過ごした。
　小山小学校は、その後も2021年度まで毎年オリパ
ラ教育推進校の指定を受け、他にも幅広い取り組み
を進めた。中でも毎年参加してきた流山市ロードレ
ース大会については、学校のボランティア活動とし
て根づき、今後も継続していくことを予定している。

オリパラ教育推進校の取り組み〔2〕
グローバル・コミュニケーションの実践
　成田市立久住小学校では、１～４年生に20分を
週２回、５～６年生には20分２回に加えて45分の
英語の授業を週１回実施している。2017年度には、
オリパラ教育推進校の指定を受けて、日本の文化や
伝統に対する理解を図るとともに、積極的に外国の
人とコミュニケーションをとり、より良い関係を構
築しようとする気持ちを育てることを目的に、「お
もてなし」と「グローバル」プロジェクトを推進し
た。
　１、２年生は、体育館に多くの品物と店を準備し、
久住中学校の１年生や地域住民のサポートを受けな

流山市ロードレース大会で「with Team Oyama」ロゴ入りキャップを被って給水所の片づけを行うボランティアを体験

◆ 小山小学校の取り組み
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▶１　豊作や健康を願い、真菰（まこも、イネ科の多年草）で牛馬を作
る伝統行事
▶２　県内の特別支援学校で実施している「キックベースボール」のル
ールを簡略化したもの

がら英語での「買い物」を実践した。５年生は、成
田空港での社会科見学を兼ねて、空港で外国人にイ
ンタビューする活動を実施。質問の内容も自分たち
で考え、「日本の印象は」「日本とあなたの国との違
いは何か」などについて話を聞いて英語でのコミュ
ニケーションの楽しさや難しさを体感するとともに、
英語圏以外の人も多いことを知り、多様性を体感し
た。６年生は、成田山表参道で外国人観光客に「習
字」「城」「将棋」「剣道」「けん玉」「あやとり」「日
本そば」などの身近な日本文化について知っている
かどうかを身振り手振りも交えて質問した。また、
地域の人たちを講師に迎え、学校周辺の水田地帯に
伝わる「牛馬作り▶１体験」なども行った。
　久住小学校は、毎年の活動の中で、「心のバリア
フリー」「スポーツ」にも取り組みの幅を広げた。

オリパラ教育推進校の取り組み〔3〕
スポーツを通した心のバリアフリー推進
　県立矢切特別支援学校は2017年度にオリパラ教
育推進校の指定を受け、「心のバリアフリー」と「ス
ポーツ」を推進することとした。併せて「特別支援
学校を拠点とした障害者スポーツ振興事業」（p.180

参照）において、「障害者スポーツを通した交流活動」
というテーマで県の研究指定も受け、知的障害のあ
る児童・生徒が実施しやすいオリジナル障害者スポ
ーツ「キック＆ダッシュ」▶２を開発した。
　同年度には、地域イベント「やきり de ボッチャ」
を主催。地域のスポーツクラブの会員および近隣高

成田山表参道でのインタビュー体験

成田山表参道でのインタビュー体験

日本文化体験会

やきり de ボッチャ（矢切特別支援学校）

◆ 久住小学校の取り組み
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齢者施設の入居者、地域の高齢者、大学生、近隣小
学校の児童（３年生約60人、特別支援学級約20人）
などが参加した。交流活動では、誰でも取り組みや
すい障害者スポーツである「ボッチャ」を交流のた
めのツールとしたことで、障害の有無や年齢にかか
わらず、共に楽しむことができた。また交流活動を
通して、矢切特別支援学校の児童・生徒に対する理
解や障害のある人に対する理解を広げる機会となり、

「心のバリアフリー」の推進につながった。
　2018年度には、「オリパラ豆知識」を校内のさま
ざまなところに掲示し、問題を作成してウォークラ

リーを実施。小学部、中学部、高等部混成のグルー
プで協力し合いながらクイズに回答していくことで
楽しく学んだ。
　2020年度には、前年度までのようにトップアス
リートや地域の人たちとの交流が難しい状況になっ
たため、中学部の生活委員会が中心になってピクト
グラムから種目を答えるオリパラクイズを実施する
など、楽しんで学習できる工夫を凝らした。
　また2021年度には、オリンピック・パラリンピ
ック給食活用レシピの掲示を行った。

やきりスポーツミーティング
矢切特別支援学校では2016年
度から全校を挙げてボッチャに
取り組んでおり、2017年２月
に開催した「やきりスポーツミ
ーティング」ではパラリンピア
ンの廣瀨隆喜選手を招き、児
童・生徒に加えて地域の人たち
も体験会に参加した。

やきりスポーツミーティング
給食での廣瀨選手と児童・生徒の交流

ウォークラリーのためのオリパラ豆知識掲示

パラアスリートとの交流会

世界の料理の掲示 オリパラクイズ

オリパラ給食の掲示

◆ 矢切特別支援学校の取り組み
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オリパラ教育推進校の取り組み〔4〕
日本から世界にエールを
　秀明大学学校教師学部附属秀明八千代中学校・高
校は、2018年度からオリパラ教育推進校に指定され、
新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、2020
年度に「心のバリアフリー」「グローバル」に取り
組んだ。
　2020年６月、新しい学校生活をより良く送るた
めの啓発活動として、同校の生徒一人ひとりが、世
界の国旗の折り紙と和柄を使用して３羽の折り鶴を
作った。世界規模で拡大する新型コロナウイルス感
染症と戦う人々へエールを送り、私たちの生活環境
を身近で支えてくれている人たちや家族への感謝の
気持ち、今の自分にできることなどを形にして表す
ことが目的であった。
　また、世界史Ａを履修している高校１年生の全生
徒を対象に、夏季休業中の課題として各国の料理を
テーマに探究活動を実施。その際、生徒が探究する
対象として選択した国についてオリンピック・パラ

リンピックとの関連を調べることで、出場国への理
解と関心を高めた。

オリパラ教育推進校の取り組み〔5〕
共生社会を目指して
　木更津市立清見台小学校は、2018年度からオリ
パラ教育推進校に指定され、同年度には「心のバリ
アフリー」「おもてなし」に取り組み、義足使用者
を講師に招いて６年生全員で義足を体験。また、ち
ばアクアラインマラソン2018に何を持って行けば
おもてなしになるかを各学年で考え、うちわや大き
な旗を作り、それらを振って応援した。
　2019年度からは、「共生社会の形成のための基盤
となるように障害者理解を深め、地域のバリアフリ
ーについて考えること」など、より具体的な目標を
設定。国際パラリンピック委員会公認教材「I’m 
POSSIBLE」を活用し、パラリンピックのクイズや
映像資料を通して児童のパラリンピックへの関心を
高めるとともに、授業参観を通して保護者のパラリ

鶴を折る生徒たち

生徒による作品をデジタルサイネ
ージで掲示

優秀賞、日本賞（ホスト国の日本料理）、イギリス賞、ユニーク賞を選出し、校内に掲示

◆ 秀明八千代中学校・高校の取り組み
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ンピック、パラスポーツへの理解も深めた。また６
年生の授業では、校内のバリアフリーについて考え
た後、家庭のバリアフリーについても考える機会を
設けた。
　さらに子どもたちは、自分たちが住む地域に目を
向けることで、誰もが暮らしやすい社会にするため
に、どのようにすればよいかについて自然にハード
と心の両面から考えるようになった。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、思うよ
うに活動ができない中、2020年度は６年生を中心
に「オリパラ推進隊」を結成。児童が活動内容を企
画し運営することで他の児童の意欲も高まった。具

体的には、「世界記録実寸大の掲示（走幅跳・走高
跳等）」「（オリンピック、パラリンピックまでの）
カウントダウンカレンダーの掲示」「校内ぬり絵コ
ンテスト」「オリパラ質問コーナー（校内放送）」等
を実施した。
　こうした同校の取り組みは、オリンピック・パラ
リンピックへの興味関心を高めるだけでなく、周囲
を巻き込んで障害や共生社会に対して考えるきっか
けを創出したことにより、「I’mPOSSIBLEアワード
開催国最優秀賞」に選ばれ、東京2020パラリンピ
ックの閉会式で表彰された。

　国際パラリンピック委員会（IPC）公認教材「I’m 
POSSIBLE」は、パラリンピックを題材に、共生社会へ
の気づきを子どもたちに促す教材としてアギトス財団

（IPCの開発を担う機関）が開発したもので、教材の名
前「I’mPOSSIBLE」には、「不可能（Impossible）だ
と思えたことも、ちょっと考えて工夫さえすればできる
ようになる（I’m possible）」という、パラリンピック
の選手たちが体現するメッセージが込められている。
　IPCは2019年８月、「I’mPOSSIBLEアワード」を創
設し、共生社会の実現に寄与した学校と、同じく“社会
を変える”顕著な貢献をしたパラリンピアンを東京

I’mPOSSIBLEアワード

「I’mPOSSIBLE」表彰記念プレート

車いす補助について学ぶ児童たち 学校の体育館でゴールボール体験

2020パラリンピックの閉会式で表彰することを発表。2021年の閉会式では、開催国最優秀賞に木更津市立清
見台小学校、開催国特別賞には千葉県立東金特別支援学校の取り組みが選ばれたほか、海外最優秀賞１校、パ
ラリンピアン２人が表彰された（閉会式における表彰の様子はp.33参照）。

◆ 清見台小学校の取り組み
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I’mPOSSIBLEを活用！
「共生社会の実現」を目指して
学び・実践

　木更津市立清見台小学校では、「I’mPOSSIBLE」
を活用して、共生社会の実現に向けた授業を実施し
ている。2021年12月には、視覚障害者の疑似体験
やこれまでの学習を踏まえたグループ発表が行われ
た。
　視覚障害者の疑似体験では、「パラリンピアンが
学校に来るとしたら」をテーマに、二人一組で、一
人がアイマスクを着け、一人が声で誘導して校内を
歩いた。歩き慣れた廊下や階段も普段どおりのスピ
ードで歩くことができず、誘導役が「ここで廊下は
おしまいだよ」「段差に気をつけて」「前から人が来
る」など考えながら声をかけた。一番の難所である
階段では、怖くて尻込みをしたり、他の人とぶつか

りそうになったりと大苦戦。体験した子どもたちか
らは「残り何段あるのか教えると歩きやすいと思う」

「階段の数が全部同じならいいのに」などの声も聞
かれた。
　また、視覚障害や車いす体験、パラリンピアンと
の交流など、これまでの学習を踏まえ、「誰もが住
みやすい町 木更津」を実現するにはどのようなこ
とができるかをグループごとに話し合った。そして、
タブレット端末を用いて作成した資料を電子黒板に
写し、障害・国籍・年齢・性別などに関係なくみん
なが暮らしやすい共生社会を実現するため、自分た
ちにできることについて、それぞれの考えを発表し
た。

グループごとに自分たちにできることを発表
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　「I’mPOSSIBLE」を活用して授業を行うようになったのは、
４年前にオリパラ教育推進校の指定を受け、何をやろうか模
索しているときに、何気なく教材を取り入れてみたことがき
っかけでした。
　初めは子どもたちに「障害って何？」と質問すると「大変

子どもたちの“気づき”を“変化”に導く

木更津市立清見台小学校　教諭

菅
か ん

野
の

元
も と は る

治さん

そう」「かわいそう」というイメージが並んでいたのですが、教材にあるリオデジャネイロ大会のパラリンピ
ック競技の映像を見せると「すごい」「こんなことができるんだ」と、ポジティブな答えに変わりました。こ
の変化を目の当たりにして、こんなに面白い教材はないと思いました。授業では、車いす、視覚障害、高齢者
体験やゴールボールなど、実体験をさせることを重視しました。
　パラリンピック教育の一番の成果は、相手の立場で考えることができるようになったことです。学校近くで
白杖をついている高齢者を見つけ、横断歩道を渡るのをサポートした児童もいました。学校での学習から、家
や地域について考えていくことで、子どもたちが社会を変えてくれるようになればと思います。
　パラリンピックを通じて、子どもたちには多くの気づきがあったと思います。その子どもたちの気づきを変
化に導くことが私たちの仕事です。そのため、パラリンピック教育をここで終わりにするのではなく、むしろ
ここから継続的にやっていかなければならないと考えています。ゴールである「共生社会の実現」に向けては、
これからが勝負だと思います。

画像や動画を入れるなど、工夫を凝らした資料で発表グループごとにこれまでの学習の振り返り

アイマスクを着けて行った視覚障害者の疑似体験視覚障害者について学ぶ子どもたち

菅野元治さん
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オリパラ教育推進校の取り組み〔6〕
パラスポーツの楽しさを発信
　県立東金特別支援学校は、2018年度に県教育委
員会からオリパラ教育推進校と「特別支援学校を拠
点とした障害者スポーツ振興事業」の指定をされた
ことから、学校内はもとより、地域にオリンピック・
パラリンピックやパラスポーツを広めることを目的
とした取り組みを児童・生徒主体で行う「オリ・パ
ラ」推進隊を結成した。
　「オリ・パラ」推進隊を中心に活動を進める中、
地域イベントにおいてパラリンピアンの講演に感銘
を受けた児童・生徒たちから「『I’mPOSSIBLE』

（国際パラリンピック委員会公認教材）を通して学

びたい」 との声が上がり、I’mPOSSIBLEを活用し
た学習を開始。パラスポーツの普及振興や共生社会
の構築に向けた取り組みを推進した。また同校では、
自分たちの学びにとどまらず、 パラスポーツについ
て歌った「オリパラソング」 やボッチャのやり方を
わかりやすく説明するための動画を制作するなど、 
児童・生徒が自らのアイデアを形にし、さまざまな
形でパラスポーツの楽しさを発信している。
　2018年には「オリ・パラ」推進隊が地域の小・
中学校を訪問し、障害者スポーツ （ボッチャ）出前
授業などを実施する「オリ・パラ」キャラバン▶３を
開始した。また同年８月には、東金アリーナで「オ
リ・パラ」サマーセッション in 東金を開催。同イ
ベントには「オリ・パラ」推進隊の司会進行のもと
142人が参加し、順天堂大学スポーツ健康科学部「障
がい者スポーツ同好会」 の協力によるゴールボール
やボッチャの体験会、1998年長野パラリンピック
で金メダル３つと銀メダル１つを獲得したマセソン
美季さんによる講演などが行われた。

ゴールボール体験会（2018年）　日本代表選手からのアドバイス ボッチャ体験会（2018年）

運動会に向けた模擬採火式（2018年） 城西国際大学の留学生たちとのボッチャ交流（2019年）

▶３　東京2020大会後は、パラスポキャラバンに名称変更

◆ 東金特別支援学校の取り組み
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　このほか、 東金特別支援学校では、 学校内にとど
まらず、 周囲の小・中学校や地域に対してパラスポ
ーツの楽しさを伝える創造的な取り組みを数多く実
施し、 周りの人々の障害に対する意識を変えていっ
た。同時に「オリ・パラ」推進隊の活動は、「障害
のある自分たちからも、障害のない人に伝えられる
ことがある」 と、児童・生徒自身の成長の糧になっ
ている。同校はこうした取り組みにより、「I’m 
POSSIBLEアワード開催国特別賞」に選ばれ、東京
2020パラリンピックの閉会式で表彰された。
　なお、東京2020大会後は、これからも継続して
地域にパラスポーツを広めていくことを目的として、
10月より“「オリ・パラ」推進隊”から“パラスポ推
進隊”と名称を変え、活動に取り組んでいる。

パラスポキャラバン（2021年）
東金市立鴇嶺小学校の児童にアドバイス（上）
東金市立東中学校の生徒に点数の数え方を説明（下）

「オリ・パラ」推進隊の
児童が折った1000羽の
ピース千羽鶴（海ほたる、
2021年7～ 9月）

I’mPOSSIBLEアワードパラリンピアン賞を受賞したザンビアのラサム・
カトンゴさん（視覚障害・陸上競技）とのオンライン交流（2021年10月）

オンラインでラサムさんとダンスをする小学部の児童「ラサムクイズ」に答える高等部の生徒

司会進行を担った「パラスポ推進隊」の高等部の生徒
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オンラインで
障害者スポーツを体験！

　東京2020パラリンピックの開幕を１週間後に控
えた2021年８月18日、パラリンピックの公式競技
であるボッチャを通して、障害のあるなしにかかわ
らず、地域住民などが交流するイベント 「『オリ・
パラ』サマーセッション in 東金」が県立東金特別
支援学校で開催された。
　イベントを主催する東金特別支援学校は、2020
年度まで県教育委員会から 「特別支援学校を拠点と
した障害者スポーツ振興事業」の指定を受け、積み
重ねてきた経験を生かし2021年で４回目となる本
イベントを開催した。新型コロナウイルスの感染拡

「オリ・パラ」サマーセッション in 東金 2021

大を鑑み、前年同様オンラインで実施され、同校の
児童・生徒のほか市内の小・中学校、高校の児童・
生徒、県職員など11チーム55人が参加した。競技
はボッチャのルールをアレンジし、 フラフープの中
に入ったボールの総数で勝敗を決めるトーナメント
方式とし、各会場をオンラインでつなぎ、参加者が
リアルタイムで他の会場を見られるようにした。
　イベントの運営は特別支援学校の児童・生徒から
なる「オリ・パラ」推進隊を中心に行われた。推進隊
は、開会式では競技ルールの説明や感染症対策の説
明、対戦相手のアナウンスなど、司会進行を務めた。

画面越しに挨拶する選手たち
右は各会場を映し出す大型モニター

東金特別支援学校の選手たち
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　「オリ・パラ」サマーセッションでは、 本校の児童・生徒が 「オリ ・パラ」 推進隊
としてイベントの準備や開閉会式の運営等を行いました。特別支援学校では人前で何
かを行う機会が少ない児童・生徒も多いのですが、 推進隊としての活動を通じて人と
のコミュニケーションの取り方を学んでいると感じます。もちろんまだうまくいかな
い面、苦手な面もありますが、 小さな積み重ねから成長していくと思います。彼らも
高等部を卒業すれば地域の一員として社会で働くので、 プレッシャーを乗り越える勇
気や、 チャレンジ精神を身につけてほしいですね。
　今は東京2020大会で障害者スポーツが大きな注目を浴びていますが、 大切なのは
大会が終わった後です。自治体や企業、そして学校もトーンダウンしてしまうところ
があるかもしれない。そこをどううまくつないでいけるか、持続可能な範囲でやって 古川文彦さん

障害者スポーツの普及に向け持続可能な取り組みを継続
県立東金特別支援学校　教諭

古
ふ る か わ ふ み ひ こ

川文彦さん

いけるかというところは自分でも注目しています。
　本校ではサマーセッションのほかに、 毎年11月に児童・生徒が地域の小・中学校に出向いてボッチャなど
の授業の講師をやっています。事前準備はさまざまな場面を想定して練習を積み重ねていきますが、 本番当日
は自信を持って 「はい、頑張ってきて」 と送り出します。特別支援学校の児童・生徒でも小・中学生に教える
ことはできます。こうして本校から積極的に地域に出て発信していくことで、共生社会の実現につながってい
くと思います。「オリ・パラ」 推進隊をはじめ、 今後も障害者スポーツの普及活動を持続可能な形で継続して
いきたいと思っています。

松野七海さん

「オリ・パラ」推進隊長として
頑張ったこと
高等部 3 年

松
ま つ

野
の

七
な な

海
み

さん

金子温哉さん

オンラインイベントの
司会を務めて
高等部 2 年

金
か ね

子
こ

温
は る

哉
や

さん

🆀1  何を頑張りましたか。
——ボッチャができるよう
にコロナ対策をしながら準
備をしてきたことです。
🆀2  ボッチャのどんなと
ころが楽しいですか。
——みんなで協力して点数
を入れるところです。
🆀3  イベントに参加して
くれたみんなに何を伝えた

🆀1  何を頑張りましたか。
——話すときに緊張するの
で、最初は嫌だと思いまし
たが、先生にも相談しなが
らみんなに聞きやすいよう
に心がけてやりました。
🆀2  ボッチャのどんなと
ころが楽しいですか。
——簡単そうだけど、やっ
てみたら難しいところです。

いですか。
——パラスポーツの楽しさを参加した人からも広め
ていってほしいです。
🆀4  今後やってみたいことはありますか。
——卒業後も地域のパラスポーツに関わるイベント
に参加し、楽しさを伝えたいです。

🆀3  イベントに参加してくれたみんなに何を伝え
たいですか。
——ボッチャがもっと広まって、みんなにやっても
らいたいです。
🆀4  今後やってみたいことはありますか。
——生徒会長になって、いろんな意見を言ってみた
いです。
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特別支援学校を拠点としたパラスポーツの振興
　千葉県では、東京2020大会を契機に、特別支援
学校の児童・生徒にとってスポーツを身近なものに
するとともに、スポーツによる交流を通じて学校お
よび地域にパラスポーツを普及させ、パラスポーツ
を通じた共生社会の実現を目指すことを目的として

「特別支援学校を拠点とした障害者スポーツ振興事
業」を実施した。本事業では、県内に幅広く拠点校
を置き、各地域と連携をしながら持続可能なパラス
ポーツの振興を図った。また、県内の特別支援学校
で組織した千葉県特別支援学校体育連盟主催のスポ
ーツ大会や駅伝大会において、各競技のトップアス
リートから実技指導を受けるなど、特別支援学校の
児童・生徒が一流の技を肌で感じられる機会を作っ
た。さらに、教職員を対象に実施したパラスポーツ

ボッチャ大会

ゴールボール体験

シッティングバレーボール体験

研修会では、県内で開催されるパラリンピック競技
の県内強豪チームを招いた。児童・生徒がより有意
義な体験ができるよう、研修で学んだ技術やルール、
用具等の工夫を特別支援学校の体育の授業に取り入
れた。

〔県立千葉特別支援学校〕
　2018年度に拠点校となった千葉特別支援学校は、
知的障害のある児童・生徒が通う学校で、小学部、
中学部、高等部があり、県内の学校体育の充実とパ
ラスポーツの普及に関する拠点として、千葉県特別
支援学校体育連盟の事務局が置かれている。同校で
は、児童・生徒が水泳や陸上競技のパラアスリート
から泳ぎ方や走り方のアドバイスをもらうなど、練
習を通じて競技に親しんだ。中学部では、ボッチャ

◆ パラスポーツ研修会 ◆ 千葉特別支援学校の取り組み
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のアスリートと共に地域の人たちを学校に招き、ア
スリートによるデモンストレーションや「ボッチャ
の交流試合」を実施。地域に向けてパラスポーツの
理解を推進した。　

〔県立槇の実特別支援学校〕
　2018年度に拠点校となった槇の実特別支援学校
では、学区内にある３つの児童養護施設から通学す
る児童・生徒が３分の１を占めている。同校では学
校間交流でボッチャのルールを簡単にした「まきの
みボッチャ」に取り組み、また、ボッチャや陸上競
技のアスリートとの交流を行った。「まきのみボッ
チャ」では、ルールのわかる中学部や高等部の生徒

がボッチャの経験のない児童に積極的に教える姿も
見られ、皆でボッチャに親しんだ。また、地域のス
ポーツイベント「ちばアクアラインマラソン」では
和太鼓演奏による沿道応援に参加し、同校の活動を
披露・紹介し、地域への発信を行った。

〔県立八日市場特別支援学校〕
　2019年度には八日市場特別支援学校が拠点校と
なった。知的障害のある児童・生徒を対象として開
校した八日市場特別支援学校では、コミュニケーシ
ョンが苦手な生徒もいる中、「学生団体おりがみ」
との交流を実施し、回を重ねて打ち解けていった。
また、学生の考えたオリジナル種目も実践し、うま

陸上競技のアスリートとの交流

ボッチャ競技のアスリート
との交流

◆ 槇の実特別支援学校の取り組み
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くいったときにはお互いハイタッチをして喜び合う
姿などが見られた。また北総地区特別支援学校駅伝
大会では、学生時代には東洋大学、卒業後には千葉
市に拠点を置く富士通の陸上部で駅伝を中心に活躍
した柏原竜二さんが応援。大会後のエキシビション
ではランニングフォームや駅伝の楽しみ方（応援や
会場の清掃）などを教えてもらい、走ることやスポ
ーツへの向上心を喚起した。

〔県立千葉盲学校〕
　2020年度には、千葉盲学校が拠点校となった。
同校は、視覚障害（見えない、見えにくい）に特化
した県内唯一の特別支援学校で、幼稚部、小学部、
中学部、高等部、専攻科の５つの学部があり、３歳
から60歳代までの幼児、児童・生徒が在籍。県内
の26市町に居住地があり、併設する寄宿舎から通

う人もいる。同校では、視覚障害者が出場できるパ
ラリンピック競技である「パラトライアスロン」の
体験会を通して児童・生徒のパラリンピック競技へ
の興味を喚起し、「挑戦したい」という声もあがった。
初めて自転車に乗る児童・生徒も多かったため、自
転車の構造や仕組みを知る機会ともなった。また、
教職員を対象にボッチャの研修会を実施し、競技の
特性やルール、審判方法などについて理解を深めた。

JOCオリンピック教室
　文部科学省が定める現行の学習指導要領では、中
学３年生の保健体育における体育理論の中で、「オ
リンピックや他の国際スポーツ大会等が国際親善や
世界平和に大きな役割を果たしていること」という
文化としてのスポーツやオリンピック・ムーブメン
トの意義について学習することが明示されている。

パラトライアスロン体験会
北総地区特別支援学校駅伝大会
柏原竜二さんから伴走やハイタッチの応援を受けて走った。

◆ 八日市場特別支援学校の取り組み ◆ 千葉盲学校の取り組み
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これを受けてJOCは「オリンピズム（オリンピック
精神）」や「オリンピックの価値（バリュー）」をよ
り身近に感じてもらうため、その体現者であるオリ
ンピアン（オリンピック出場選手）を先生として、
体育理論の学習に向けた事前啓発を目的に中学２年
生を対象に授業形式で行う「オリンピック教室」を
2011年度から実施している。
　千葉県とJOCは、2016年にパートナー都市協定
を結び、同年から協定に基づく連携事業として、県
内の公立中学校において中学２年生を対象とした

「JOCオリンピック教室」を開催している。オリン
ピアンが自身の経験を通してオリンピックの価値な

どを伝える授業で、運動と座学の２コマで構成され、
運動が苦手な生徒も参加しやすく、また貴重な経験
を生徒が自分ごととして捉え、今後に生かすことが
できるよう工夫されたプログラムとなっている。
　千葉県で初めてのJOCオリンピック教室は、
2016年１月に船橋市立海神中学校で実施され、競
泳の伊藤華英さんたちが授業を行った。
　JOCオリンピック教室は、2016年から2021年ま
でに計29校で実施され、夏季・冬季各種競技の多
くのオリンピアンが県内中学校の生徒と交流した。

JOCオリンピック教室におけ
る伊藤華英さんの授業（船橋市
立海神中学校）

© フォート・キシモト

© フォート・キシモト
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学校訪問プロジェクトによる機運の醸成
　千葉県は各競技団体と連携し、大会に向けた機運
醸成を図るとともに、子どもたちに県内で開催され
る競技の魅力や競技の見どころを伝え、競技に対す
る理解を深めてもらうため、県内の小・中学校、高
校、特別支援学校を訪問する学校訪問プロジェクト
を実施した。
　千葉県と（公社）日本フェンシング協会は、初とな
る学校訪問を2018年１月に松戸市立第三中学校で
実施。同校では2008年の北京オリンピックで日本
フェンシング史上初の銀メダルを獲得した日本フェ
ンシング協会の太田雄貴会長たちが競技紹介を行い、

所属選手によるデモンストレーション、代表生徒に
よる競技体験が行われた。また同年４月には、競技
に対する理解の促進、競技人口の増加や大会に向け
た機運の醸成を図るための協定を締結し、学校訪問
を継続して実施することとした。
　2018年８月には、同様にNPO法人日本車いすフ
ェンシング協会との間で協定を締結し、同年10月、
県内初の車いすフェンシングの学校訪問を市川市の
昭和学院中学校・高校で実施。競技紹介、講師によ
るデモンストレーション、代表生徒による競技体験
などを行い、同学院の放送部が製作した車いすフェ
ンシングの紹介動画を上映した。

日本フェンシング協会による学校訪問（松戸市立第三中学校）

日本フェンシング協会によるデモンストレーション（松戸市立河原塚小学校）
日本車いすフェンシング協会による学校訪問（昭和学院中学
校・高校）
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　同年９月には、（公財）日本レスリング協会とも協定
を締結し、松戸市立相模台小学校で初の学校訪問を
実施。世界大会16連覇、個人戦206連勝の記録を持
つ吉田沙保里さんたちが競技の解説を行い、タック
ル体験会などを実施した。また、東京2020ゴール
ドパートナー（乳製品・菓子）である㈱ 明治の協力
のもと、食育講座も併せて開催された。
　さらに同年10月には、（一社）日本サーフィン連盟
とも協定を締結し、同年11月、白子町立白子中学

校で初のサーフィン教室を実施。日本サーフィン連
盟広報委員会の岩波重之副委員長による動画等を用
いた競技解説や、プロサーファーとして活躍中の田
中英義選手が競技の見どころを紹介するとともに、
サーフボードとバランスディスクを用いたサーフィ
ン体験も行われ、代表生徒が挑戦した。
　学校訪問は、2018年の開始以降、2021年までに
延べ54校で行われ、約１万5,000人が参加した。

日本レスリング協会による学校訪問（松戸市立相模台小学校）

日本サーフィン連盟によるサーフィン教室（白子町立白子中学校）
日本フェンシング協会によるリモート学校訪問（千葉市立千城台南小学校）
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学校給食での東京2020大会応援メニュー
　千葉県教育委員会は、他国の食文化や、千葉県の
特産物を使った料理・郷土料理に興味関心を広げる
良い機会であることから、学校給食を通じて子ども
たちが多様な食文化に触れることができるように

「オリンピック・パラリンピック給食活用レシピ」
を紹介している。
　また千葉市では、2017年度から、東京2020大会
や幕張メッセで開催される競技の発祥の地にちなん

だ料理を、小・中学校、特別支援学校の全校で「応
援メニュー」として学校給食に取り入れる取り組み
を実施。2017年度はオリンピック発祥の地である

「ギリシャ」、2018年度はフェンシング発祥の地の
「フランス」、2019年度はテコンドー発祥の地の「韓
国」と続き、2020年度はシッティングバレーボー
ル発祥の地の「オランダ」、５年目となる2021年度
は、開催国「日本」の料理の指導資料や家庭用のレ
シピ紹介資料を配布した。

オリンピック・パラリンピック給食活用レシピ

応援メニュー（千葉市）左：フランス／右：オランダ

のだっ子和風スープカレー（野田市）

いわしのさんが焼き（四街道市）

酢鯨（南房総市） セビーチェ（ベリーズの料理、横芝光町）千葉チップス（御宿町）

キャロットポタージュ（習志野市）

棒もち入り雑煮（匝瑳市）

◆世界の料理

タイ風チャーハン（八千代市）

マフェ（セネガルの料理、鎌ケ谷市）

◆特産物を使った料理・郷土料理



186 第２部　東京2020大会に向けて—大会後を見据えたCHIBAの取り組み Ⅲ　パラスポーツの振興とオリンピック・パラリンピック教育　187

児童・生徒による
「みんなの2020」イラスト・キャッチフレーズ
　千葉県教育委員会は、児童・生徒自らが東京2020
大会について考えるきっかけとすることを目的とし
て、イラスト・キャッチフレーズの作品募集を実施。
イラスト部門で129校1,665作品、キャッチフレー
ズ部門で150校9,118作品の応募があり、2020年１
月に千葉県文化会館で最優秀賞表彰式が開催された。

◆ イラスト部門最優秀作品　

◆ キャッチフレーズ部門最優秀作品　

炎みたいに熱くなれ　水のように走れ

Dear 世界のアスリート様
最高の舞台を用意しました。

特別支援学校の部　県立船橋夏見特別支援学校　岩里武洋さん

高等学校の部　県立流山おおたかの森高校　 西野うららさん

中学校の部　香取市立佐原第五中学校　中村梨乃さん

ようこそ日本へ。ようこそ千葉へ。
あなたの輝く姿を応援しています！！

小学校の部　松戸市立常盤平第二小学校　吉岡心結さん

えがおまんかい パワーぜんかい　
がんばれ日本！

小学校の部　習志野市立谷津南小学校　田中杏奈さん

高等学校の部　県立千葉女子高校　佐藤みゆさん

特別支援学校の部　県立東金特別支援学校　髙橋葵さん 中学校の部　流山市立常盤松中学校　市原彩羽さん・光悠さん


